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平成 14年度は校内 LANがギガビット時代を迎え、既存 ATMとの共生の中で順調にライ
フラインとして敷設ができたものと、安堵している。学内の情報化はどんどん進展してお
り、Web 配信の事務管理、スカイボードによる文書情報管理、そして、カリキュラム上で
最も重要なシラバスがネットワークを介して作成するようになり、あらゆる教育情報がネ
ットワーク管理されるようになった。これは、センター中心業務を事務情報化推進室が積
極的に行っていただいた成果である。 
文部科学省からの高速ネットワーク調達項目を大別すると 2つがあった。ひとつは、幹線
をギガビット化することで、二つ目は情報セキュリティの確立である。平成 13年度にはニ
ムダに感染するなど、セキュリティの甘さに引き回されたが、今年度の様子を見ると、ウ
ィルスに関することでは何も問題なく、利用者はその快適さを満喫されたものと思われる。
コンピュータシステムそのものがセキュリティホールとの試練でもあり、いつまでこのシ
ステムを維持することができるか判らないが、当分はこの状態を維持していきたいと思う。 
幹線がギガビット化されたことによって、ネットワーキングがサクサクとスムーズになっ
たものと思われるが、VOD(video on demand)対応を文部科学省調達項目としていたことか
ら、本校においても僅かな価格ながら VOD 配信サーバを導入し、学内どこからでも約 20
回線分だけビデオ教材を配信できるように VOD配信サーバをネットワーク内に設備した。 
従来からの「板書」による伝達方式の教育が定着している中で、教室および実験室に張り
巡らされている情報コンセントはほとんど利用されていない。校内高速ネットワークを介
して教育に必要な情報が配信されて初めてそれらの情報コンセントは役目を果たし、有効
利用される。しかし現状では、教室内の情報コンセントから教材を得て、斯く斯く云々の
教育成果を上げましたという朗報は耳にしていない。 
そこで、ビデオデッキを教室および実験室に持ち込み、ビデオ学習をされている教官が何
人か居られると思うが、そのビデオ教材を VOD配信サーバに登録くださり、ノートパソコ
ンを介してビデオ学習を行っていただくことを提案したい。このサーバは校内 LANでイン
トラネット管理されているので、教育の下での著作権管理ができるものである。「板書」で
描いた図画よりもコンピュータツールで描画されたものが視覚的であり、静止画よりも動
画が教育的である。ネットワーク型視聴覚機器を利用した学習方法の改善を検討していた
だきたい。 
本年度センター長名で申請していた教育充実設備費が年末に内定したことで「ネットワー
ク型ビデオ教材作成システム」の導入が認められた。このシステムは、現在ただの箱状態
である VOD配信サーバにビデオ教材を蓄積するためにものである。ビデオコンテンツなし
に始まらない。また、ビデオコンテンツは教材として利用しようとする教官が作成しよう
としなければ始まらない。ビデオコンテンツを作成するシステムがないと始まらないとこ
ろであるが、若干 1.5セットでもあることになる。多くの教官が我も我もと教材作成システ
ムを利用し、現サーバが処理しきれなくなる光景を想像したいものである。 
ビデオ教材の利用方法も検討しなければならない。まだ公開授業が行われていないが、毎
週講義している教室内光景を単に 90分間撮影したものも利用仕方次第で有効な学習方法と
考えられる。学生の欠席時間３分の１までの欠課が認められることから、学習保証時間の
確保が問題化してきている中で、授業に出れなかった学生に欠課した授業をビデオ学習さ
せることも有効と考えられる。特に、実験実習で機器を使った操作や手順の説明に時間を
掛けて安全教育を実施していると思われるが、そのような必修時間を欠課した学生には極
上のものと考えられる。バーチャル学習以上の教育効果が想定できる。私も必修科目の授
業は積極的に授業風景を作成システムで撮影してコンテンツを構築したいと思っている。 
最後に、このビデオ教材作成システムは年度末予算でもあり、今年度内は購入セットアッ
プするだけでその利用は不可能なので、本格的な利用は平成 15年度に期待してください。 
 
